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第２１回ＡＳＥＡＮ＋３（ＡＰＴ）首脳会議  

議長声明（骨子） 

（２０１８年１１月１５日，於：シンガポール） 

 

●ＡＳＥＡＮ＋３（ＡＰＴ）協力における実質的な進展を満足をもって留意し，

ＡＰＴプロセスの下で協力を更に強化及び深化させるとのコミットメントを再

確認。（パラ２） 

●２０１８年５月に日本で，第７回日中韓サミットが成功裏に開催されたこと

を歓迎。相互の信頼醸成を促進し，また，地域の「win-win」で機能的な協力を

強化し，それによりＡＰＴ協力をより強健なものとする機会を与える３か国協

力の不可欠な役割を認識。（パラ４） 

●「ＡＳＥＡＮ＋３協力作業計画（２０１８－２０２２）」の実施の進捗を満足

をもって留意し，今後４年間のＡＰＴ協力を強化するために，同作業計画の下

でのあらゆる対策が適時かつ実効的に実施されることを期待。同作業計画の下

での活動の実施のためＡＰＴ協力基金の効果的な使用と堅実なマネージメント

の重要性を強調。その関連で，全てのＡＰＴ諸国に，協力プロジェクトを支援

するための基金の補充に対する彼らの貢献に感謝の意を表明。東アジア経済共

同体（ＥＡＥｃ）を実現するという提言を含む東アジア・ビジョン・グループ

（ＥＡＶＧ）Ⅱ報告書を想起。（パラ５） 

●世界の貿易環境が不安定な状況において，地域の経済統合に寄与する開かれ

た，包摂的で，ルールに基づく多角的貿易体制に対する支持を再確認。その観

点で，２０１８年における東アジア地域包括的経済連携（ＲＣＥＰ）交渉の実

質的な進展を歓迎。ＲＣＥＰ交渉が最終段階まで進んだことに満足をもって留

意し，２０１９年に現代的で，包括的な，質の高い，かつ互恵的なＲＣＥＰを

妥結する決意を表明。さらに，世界貿易機関（ＷＴＯ）が，変化する世界に対

してより適合し，適応したものとなり，その有効性を強化するために貢献して

いくことを約束。ＷＴＯやその他の国際場裏における電子商取引に関する課題

への建設的関与を推奨。（パラ７） 

●東アジアの経済協力を強化する民間部門の重要な役割を認識。日本貿易振興

機構（ＪＥＴＲＯ）の支援を受け、東アジアビジネス協議会が意識調査を実施

したことなどを賞賛。（パラ１１） 

●日本，シンガポール及び世界銀行の支援により，東南アジア災害リスク保険

ファシリティ（ＳＥＡＤＲＩＦ）の最初の成果物として，ラオス及びミャンマ
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ーのための地域災害保険リスクプールの設立に合意したことを歓迎。（パラ１５） 

●地域の食料安全保障強化のメカニズムとしてのＡＳＥＡＮ＋３緊急米備蓄制

度（ＡＰＴＥＲＲ）協定の重要性を強調。その観点から，事業費に対する年次

拠出を今後５年間延長するとともに，２０２２年より後の５年毎の事業費の年

次拠出について，ＡＰＴＥＲＲ理事会が決定するための，ＡＰＴＥＲＲ協定を

改正する議定書の署名を歓迎。ＡＰＴＥＲＲの最初の試みとして，日本とフィ

リピンの間で，Ｔｉｅｒ１を実施するための覚書に署名されたことも歓迎。（パ

ラ１６） 

●ＡＳＥＡＮ連結性マスタープラン（ＭＰＡＣ２０２５）の実施の進展を喜ば

しく留意し，特に国際スタンダードに則った持続可能かつ質の高いインフラ開

発に対するＡＰＴ各国の引き続きの支援を期待。ＭＰＡＣ２０２５と日中韓の

連結性戦略との間の関連付けとシナジーを追求する重要性を強調。（パラ１８） 

●薬剤耐性が，医療制度に影響を与え、世界経済に悪影響を及ぼすことを認識

し、「薬剤耐性（ＡＭＲ）対策における協力に関するＡＳＥＡＮ＋３首脳共同声

明」を採択。アジア健康構想の下での日本による対象分野の拡大に留意。２０

１９年に，タイに，高齢化社会とイノベーションのためのＡＳＥＡＮセンター

を設立するというＡＳＥＡＮの努力を歓迎。（パラ１９） 

●海洋プラスチックごみに対処するための，ＡＳＥＡＮ＋３海洋プラスチック

ごみ協力アクション・イニシアティブを歓迎。（パラ２０） 

●拡大ＡＳＥＡＮ気候行動に関する閣僚会合（ＥＳＡＭＣＡ）において，日本

によって提案された日ＡＳＥＡＮ気候変動アクション・アジェンダに留意。（パ

ラ２１） 

●２０１８年１１月にミャンマー・ネピドーで開催された第４回ＡＳＥＡＮ＋

３教育大臣会合において，２０１８年１０月に東京で開催されたワークショッ

プにおける「ＡＳＥＡＮ＋３教育行動計画（２０１８－２０２５）」の策定作業

の進展が歓迎されたことを満足をもって留意。質的保証を伴う学生の流動のさ

らなる促進の必要性を再確認するとともに，同大臣会合において「ＡＳＥＡＮ

＋３留学生の学修履歴のための成績証明書及び補足資料に関するガイドライン」

が承認されたことを歓迎。（パラ２２，２３） 

●２０１８年１０月にインドネシアで開催された第８回ＡＳＥＡＮ＋３文化大

臣会合における「ＡＳＥＡＮ＋３文化芸術協力に関する作業計画２０１９－２

０２１」の採択を歓迎。東アジア文化都市とＡＳＥＡＮ文化都市の都市間交流

を発展させるためのＡＳＥＡＮ＋３文化都市ネットワーク設立を歓迎。「ＡＳＥ
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ＡＮ文化年２０１９」を歓迎し、ＡＳＥＡＮ内外の参加を慫慂。（パラ２６） 

 

●２０１８年４月２７日，５月２６日及び９月１８日から２０日まで開催され

た南北首脳会談，２０１８年６月１２日のシンガポールにおける米朝首脳会談

を歓迎。また，文在寅（ムン・ジェイン）韓国大統領と金正恩（キム・ジョン

ウン）朝鮮民主主義人民共和国国務委員長との間で署名された板門店宣言及び

平壌共同宣言並びにドナルド・Ｊ・トランプ米国大統領と金正恩委員長との間

で署名された共同声明を歓迎。（パラ３１） 

●全ての当事者に対し，板門店宣言及び平壌共同宣言並びに米朝首脳による共

同声明の完全かつ迅速な履行を通じたものを含め，非核化された朝鮮半島の恒

久的な平和と安定の実現に向けた取組を続けることを求めた。また，北朝鮮が，

自ら表明した完全な非核化へのコミットメント並びに更なる核及びミサイルの

実験を自制するとの約束を履行するよう求めた。全ての関連国連安保理決議の

完全な履行へのコミットメントを改めて表明するとともに，完全な非核化をも

たらすための国際的な取組に留意。拉致問題の解決を含む国際社会の人道上の

懸念に対処することの重要性を強調。（パラ３２） 

 


